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旧
制
か
ら
新
制
へ

　

一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
十
月
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦

処
理
と
連
合
国
占
領
軍
の
受
け
入
れ
を
進
め
た
東
久
邇
内
閣
の
総

辞
職
を
受
け
て
、
幣し
で

原は
ら

喜
重
郎
内
閣
が
成
立
し
た
。

　

G 

H 

Q
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
は
、
幣
原
内
閣
に
婦
人
解
放
・

労
働
組
合
結
成
奨
励
・
教
育
の
自
由
主
義
化
・
秘
密
審
問
司
法
制

度
撤
廃
・
経
済
機
構
民
主
化
か
ら
な
る
五
大
改
革
を
指
令
し
、
あ

わ
せ
て
大
日
本
帝
国
憲
法
の
改
正
を
示
唆
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
憲
法
改
正
を
は
じ
め
と
す
る
「
戦
後
改
革
」

が
進
め
ら
れ
て
い
く
が
、
な
か
で
も
「
婦
人
解
放
」
を
め
ぐ
る
諸

改
革
は「
戦
後
民
主
化
」を
象
徴
す
る
大
き
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。

　

同
年
十
二
月
に
は
衆
議
院
議
員
選
挙
法
が
改
正
公
布
さ
れ
て
婦

人
参
政
権
が
確
立
し
、
四
七
年
の
日
本
国
憲
法
施
行
と
刑
法
・
民

法
改
正
に
よ
っ
て
姦
通
罪
や
家
父
長
制
的
な
家
制
度
が
廃
止
さ
れ

る
な
ど
、
政
治
・
社
会
全
般
に
わ
た
っ
て
男
女
平
等
を
確
立
す
る

た
め
の
改
革
が
続
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
教
育
に
つ
い
て
も
、
幣
原
内
閣
は
四
五
年
十
二
月
に
女

子
教
育
刷
新
要
綱
を
制
定
し
、
女
子
大
の
創
設
、
大
学
の
男
女
共

学
制
実
施
、
女
子
専
門
学
校
・
高
等
女
学
校
の
学
科
程
度
引
き
上

げ
を
閣
議
決
定
し
て
改
革
に
着
手
し
て
い
る
。

　

改
革
の
基
本
理
念
は
、「
教
育
の
男
女
機
会
均
等
」・「
教
育
内

容
の
平
準
化
」・「
男
女
の
相
互
尊
重
」
と
さ
れ
、
そ
の
精
神
は

四
七
年
三
月
の
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
公
布
へ
と
受
け
継
が

れ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
教
育
改
革
に
よ
り
、
全
国
の
大
学
で
は
四
六
年
度
よ

り
女
子
学
生
の
入
学
を
認
め
、
高
等
教
育
の
門
戸
を
女
子
に
開
放

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
学
に
お
い
て
も
、
同
年
四
月
、
中
村
恵

美
子
・
箕
輪
イ
ネ
・
永
石
泰
子
の
三
人
が
法
学
部
本
科
（
夜
間
）

に
入
学
し
、
初
の
女
子
学
部
学
生
が
誕
生
し
て
い
る
。

　

三
人
は
、
と
も
に
明
治
大
学
専
門
部
女
子
部
法
科
を
四
三
年
に

卒
業
し
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
あ
り
、
敗
戦
直
後
の
社
会
的
混
乱
の

中
で
、再
び
勤
労
学
生
と
し
て
勉
学
を
志
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

同
年
四
月
末
日
段
階
の
学
内
統
計
に
は
、
昼
間
の
法
学
部
に
二
名
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初
の
女
子
学
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の
女
子
学
生
在
籍
が
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。

　

他
方
、
当
時
の
私
立
大
学
に
は
学
部
・
予
科
か
ら
な
る
大
学
と

は
別
に
、
専
門
部
と
い
う
学
校
が
併
設
さ
れ
て
い
た
。
専
門
部
と

は
、
主
に
中
等
学
校
卒
業
者
に
専
門
教
育
を
教
授
す
る
学
校
で
あ

り
、
卒
業
後
は
学
部
へ
入
学
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
前
記
の
明
治
大
学
専
門
部
な
ど
で
は
、
二
八
年
以
降
女
子
生

徒
の
入
学
を
認
め
、
三
一
年
に
は
女
子
卒
業
生
の
学
部
入
学
を
許

可
す
る
な
ど
の
女
子
教
育
を
実
施
し
て
い
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
中
央
大
学
専
門
部
で
は
女
子
生
徒
の
入
学
を

認
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
学
部
の
門
戸
開
放
に
あ
わ
せ
て
四
六

年
度
よ
り
男

女
共
学
制
に

移
行
し
て
い

る
。
同
年
度

の
「
専
門
学

校
入
学
者

表
」
に
よ
れ

ば
、
こ
の
年

に
中
央
大
学

専
門
部
を
受
験
し
た
女
子
は
一
〇
人
お
り
、
そ
の
う
ち
七
人
の
高

等
女
学
校
卒
業
生
が
専
門
部
本
科
に
入
学
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
中
央
大
学
・
同
専
門
部
に
入
学
し
た
女
子
学

生
・
生
徒
た
ち
は
、
明
確
な
目
的
意
識
を
も
っ
て
学
校
を
選
択
し

た
よ
う
で
あ
る
。
四
六
年
十
月
五
日
付
の『
中
央
大
学
新
聞
』は
、

「
中
大
に
何
を
求
め
る
か
？
」
と
題
し
た
女
子
学
生
の
座
談
会
記

事
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
彼
女
た
ち
は
、
法
律
学

を
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
女
性
の
地
位
向
上
に
繋
が
る
仕
事
を

し
た
い
と
い
う
志
望
理
由
を
明
言
し
、
あ
わ
せ
て
女
子
用
便
所
ほ

か
の
設
備
充
実
を
要
望
し
て
い
る
。

　

彼
女
た
ち
の
活
動
は
、
翌
四
七
年
の
女
子
学
生
会
設
立
へ
と
結

び
つ
い
て
い
く
が
、
劣
悪
な
教
育
環
境
の
中
で
、
彼
女
た
ち
の
向

学
心
を
支
え
て
い
た
の
が
「
婦
人
解
放
」
の
理
念
で
あ
っ
た
こ
と

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
意
味
で
は
、
学
部
在
学
中
の
四
八
年
に
司
法
試
験
に
合
格

し
た
前
述
の
永
石
泰
子
が
、
静
岡
地
裁
沼
津
支
部
裁
判
官
を
務
め

て
い
た
七
三
年
十
二
月
に
「
男
女
の
定
年
格
差
」
を
違
憲
と
す
る

判
断
を
下
し
て
い
る
事
実
も
ま
た
、
彼
女
た
ち
の
問
題
意
識
と
研

鑚
を
象
徴
す
る
よ
う
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

初の女子学生（1949 年 3月卒業式当日）


